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特別損失の計上及び業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 当社は、2019年３月期第４四半期会計期間（2019年１月１日～2019年３月31日）において、下記のとおり特別損失を計上す

ることとなりましたので、その概要をお知らせいたしますとともに、2018年５月 14日に公表いたしました 2019年３月期の業績

予想値と本日公表の2019年３月期通期実績値について、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

１．特別損失（減損損失）の計上 

 一部店舗の固定資産において、収益性の低下による減損の兆候が認められたことにより「固定資産の減損に係る会

計基準」に基づき将来の回収可能性を検討した結果、2019年３月期第４四半期会計期間において、減損損失 43,973

千円を計上いたしました。 

 これにより、第３四半期までに計上いたしました 48,793千円と合わせ、合計 92,767千円を減損損失として特別損

失に計上いたしました。 

 

２．2020年３月期通期業績予想値と実績値との差異                

 （単位：百万円） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 7,232 297 293 187 60.94 

実績値（Ｂ） 7,078 289 286 122 39.68 

差異（ＢーＡ） △154 △7 △6 △64 
 

増減率（％） △2.1 △2.7 △2.1 △34.6 
 

（ご参考）前期実績 

（2018年３月期） 
6,149 244 243 154 55.45 

 

３． 業績予想値との差異が生じた理由 

売上高、営業利益及び経常利益につきましては、概ね予想数値で推移しましたが、「１．特別損失（減損損失）の計

上」に記載の減損損失を特別損失に計上した結果、当期純利益は 122,392千円と予想を下回りました。 

 

以上 


